
2019年11月30日(土)

文化に触れるシリーズ第５弾では、過去２回の講演会で好評でしたアイヌ文化を少し深く学びます。
今回のテーマはこれまでの講演会で沢山の質問がありました「無文字文化」「語りの文化」です。
記憶と音が作り出す魅力的な文化の様子を、アイヌの文化を通して深く学んでゆきます。お話を頂く
先生は、フィールド調査を数多くされ、語りの文化に深く触れてこられたお二人の研究者です。
お一人目は、南米を中心に数多くのフィールドワークを通し語りの文化を研究され、アイヌ文化の
研究もされている藤田護先生です。広い文化的な視点からアイヌの語りについてお話を頂きます。
お二人目は、アイヌ語・文化研究の重鎮でありながら、漫画・アニメ『ゴールデンカムイ』の監修も
されている中川裕先生です。現在のアイヌ文化や研究の様子を伺う絶好の機会となります。
来年の2020年4月には国立アイヌ民族博物館が開館します。この講演会を通してアイヌ文化の
豊かさに触れておくと訪問の際にはきっと楽しみが増すはずです。ぜひふるってご参加下さい。
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いかなきゃ！
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